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(57)【要約】
【課題】洗浄時の食器の滑りを抑制する食器用液体洗浄剤組成物及び食器の滑り抑制方法
の提供。
【解決手段】（ａ）下記一般式（ａ１）で表されるポリオキシエチレンエーテルを１質量
％以上１５質量％以下、（ｂ）炭素数１０以上１４以下の炭化水素基と、硫酸エステル基
及びスルホン酸基並びにそれらの塩から選ばれる基とを有するアニオン界面活性剤、及び
水を含有する、食器用液体洗浄剤組成物。
　　Ｒ１ａＯ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎＨ　　　（ａ１）
〔式中、Ｒ１ａは炭素数１０以上１４以下の炭化水素基を示す。ｎは平均付加モル数を示
し、２５以上５５以下となる数を示す。〕
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）下記一般式（ａ１）で表されるポリオキシエチレンエーテル［以下、（ａ）成分
という］を１質量％以上１５質量％以下、（ｂ）炭素数１０以上１４以下の炭化水素基と
、硫酸エステル基及びスルホン酸基並びにそれらの塩から選ばれる基とを有するアニオン
界面活性剤［以下、（ｂ）成分という］、及び水を含有する、食器用液体洗浄剤組成物。
　　Ｒ１ａＯ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎＨ　　　（ａ１）
〔式中、Ｒ１ａは炭素数１０以上１４以下の炭化水素基を示す。ｎは平均付加モル数を示
し、２５以上５５以下となる数を示す。〕
【請求項２】
　（ｂ）成分と（ａ）成分の質量比（ｂ）／（ａ）が、０．５以上１０以下である、請求
項１に記載の食器用液体洗浄剤組成物。
【請求項３】
　更に、（ｃ）ポリグリコシド［以下、（ｃ）成分という］を含有する、請求項１又は２
に記載の食器用液体洗浄剤組成物。
【請求項４】
　（ｃ）成分を１質量％以上２０質量％以下含有する、請求項３に記載の食器用液体洗浄
剤組成物。
【請求項５】
　（ｃ）成分と（ａ）成分の質量比（ｃ）／（ａ）が、０．３以上５以下である、請求項
３又は４記載の食器用液体洗浄剤組成物。
【請求項６】
　手洗い洗浄用である、請求項１～５のいずれか１項に記載の食器用液体洗浄剤組成物。
【請求項７】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の食器用液体洗浄剤組成物を用いた洗浄液を、食器
表面に適用し、手洗い洗浄する、食器の洗浄方法。
【請求項８】
　（ｂ）炭素数１０以上１４以下の炭化水素基と、硫酸エステル基及びスルホン酸基並び
にそれらの塩から選ばれる基とを有するアニオン界面活性剤、及び水を含有する、食器用
液体洗浄剤組成物で、食器を洗浄する際に（ａ）下記一般式（ａ１）で表されるポリオキ
シエチレンエーテルを前記食器用液体洗浄剤組成物に用いることで、食器洗浄時における
食器の滑りを抑制する方法。
　　Ｒ１ａＯ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎＨ　　　（ａ１）
〔式中、Ｒ１ａは炭素数１０以上１４以下の炭化水素基を示す。ｎは平均付加モル数を示
し、２５以上５５以下となる数を示す。〕
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は食器用液体洗浄剤組成物及び食器の滑り抑制方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　手洗い用食器洗浄剤には、洗浄時に豊かな泡立ちと洗浄時の泡の持続性が求められる。
この起泡性／泡持続性は洗浄持続性と相関がある非常に重要な物性であり、これまで起泡
性／泡持続性に優れる洗浄剤の開発が主に行われてきた。
【０００３】
　特許文献１には、洗浄時、濯ぎ時のぬるツキを軽減することを課題として、合成陰イオ
ン界面活性剤１０～４０質量％、ＨＬＢ値が１８以上のポリオキシアルキレン型非イオン
性界面活性剤０．１～１０質量％を含有し、そのｐＨが５～９である液体洗浄剤組成物が
開示されている。
　特許文献２には、洗浄時には豊かな泡立ちを示すが、すすぎ時には瞬時にヌルツキがな
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くなり、少量の水ですすぎが完了することを課題として、（ａ）スルホコハク酸ジ若しく
はモノアルキルエステル又はその塩、（ｂ）炭素数８～２１の炭化水素基と、硫酸エステ
ル塩基又はスルホン酸塩基とを有する陰イオン界面活性剤〔但し（ａ）を除く〕、及び（
ｃ）アルキルグリセリルエーテル（アルキル基の炭素数は６～１８）を含有する手洗い用
食器洗浄剤組成物が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開昭６３－６１０９３号公報
【特許文献２】特開２０１１－２３１３１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　一般に、陰イオン性界面活性剤は、ぬるつき易く、ぬるつきは感触上の問題に留まらず
、食器洗いの時に食器が滑り易く、落下破損といった実害もある。前記特許文献１，２で
は、洗浄時又は濯ぎ時のヌルツキを低減することを課題としているが、食器洗浄時におけ
る食器の滑りにくさの点で十分とは言えない。
【０００６】
　本発明は、洗浄時の食器の滑りを抑制する、食器用液体洗浄剤組成物及び食器の滑り抑
制方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、（ａ）下記一般式（ａ１）で表されるポリオキシエチレンエーテルを１質量
％以上１５質量％以下、（ｂ）炭素数１０以上１４以下の炭化水素基と、硫酸エステル基
及びスルホン酸基並びにそれらの塩から選ばれる基とを有するアニオン界面活性剤、及び
水を含有する、食器用液体洗浄剤組成物に関する。
　　Ｒ１ａＯ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎＨ　　　（ａ１）
〔式中、Ｒ１ａは炭素数１０以上１４以下の炭化水素基を示す。ｎは平均付加モル数を示
し、２５以上５５以下となる数を示す。〕
【０００８】
　また本発明は、（ｂ）炭素数１０以上１４以下の炭化水素基と、硫酸エステル基及びス
ルホン酸基並びにそれらの塩から選ばれる基とを有するアニオン界面活性剤、及び水を含
有する、食器用液体洗浄剤組成物で、食器を洗浄する際に（ａ）下記一般式（ａ１）で表
されるポリオキシエチレンエーテルを前記食器用液体洗浄剤組成物に用いることで、食器
洗浄時における食器の滑りを抑制する方法に関する。
　　Ｒ１ａＯ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎＨ　　　（ａ１）
〔式中、Ｒ１ａは炭素数１０以上１４以下の炭化水素基を示す。ｎは平均付加モル数を示
し、２５以上５５以下となる数を示す。〕
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、洗浄時の食器の滑りを抑制する食器用液体洗浄剤組成物及び食器の滑
り抑制方法を提供することができる。
　本発明の食器用液体洗浄剤組成物及び食器の滑り抑制方法は、洗浄時の食器の滑りを抑
制できるため、洗浄中の食器の手からの落下を防止することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
＜食器用液体洗浄剤組成物＞
本発明者等は、特定炭素数の炭化水素基を有する陰イオン界面活性剤と特定炭素数の炭化
水素基を有するポリオキシエチレン型非イオン界面活性剤とを併用することにより、洗浄
時の食器の滑りを抑制する液体洗浄剤組成物が得られることを見出した。
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　本発明がこのような効果を奏するのは、一般にポリオキシエチレン型非イオン性界面活
性剤のオキシエチレン基は、水溶液中でオキソニウムイオンとして部分的にカチオン化す
ることが知られている。ここで、陰イオン界面活性剤とポリオキシエチレン型界面活性剤
との炭化水素基の炭素数が、同程度であることで、両界面活性剤のパッキング性が高まり
、陰イオン界面活性剤のアニオン性官能基が、オキソニウム化したオキシエチレン基に結
合して、静電的に中和され易くなり、陰イオン界面活性剤の皮膚（手指）への吸着性が緩
和されて、洗浄時のぬるつきを低減できると考えられる。さらに、オキシエチレン基の付
加モル数を特定の範囲とすることで、ポリオキシエチレン型界面活性剤と陰イオン界面活
性剤との結合性が向上し、陰イオン界面活性剤の皮膚への吸着を抑制できると考えられる
。
【００１１】
＜（ａ）成分＞
　本発明の（ａ）成分は、下記一般式（ａ１）で表されるポリオキシエチレンエーテルで
ある。
　　Ｒ１ａＯ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎＨ　　　（ａ１）
〔式中、Ｒ１ａは炭素数１０以上１４以下の炭化水素基を示す。ｎは平均付加モル数を示
し、２５以上５５以下となる数を示す。〕
【００１２】
　一般式（ａ１）中、Ｒ１ａの炭素数は、滑り易さの抑制の観点から、１０以上、そして
、１４以下、好ましくは１２である。
　Ｒ１ａは、滑り易さの抑制及び保存安定性の観点から、好ましくは直鎖若しくは分岐鎖
のアルキル基又は直鎖若しくは分岐鎖のアルケニル基であり、より好ましくは直鎖若しく
は分岐鎖のアルキル基であり、更に好ましくは直鎖のアルキル基である。
【００１３】
　アルキル基としては、具体的には、各種デシル基、各種ウンデシル基、各種ドデシル基
（ラウリル基）、各種トリデシル基、各種テトラデシル基を挙げることができる。
　アルケニル基としては、各種デカニル基、各種ウンデカニル基、各種ドデカニル基、各
種トリデカニル基、各種テトラデカニル基を挙げることができる。
　なお、「各種」とは、ｎ－、ｓｅｃ－、ｔｅｒｔ－、ｉｓｏ－を含む各種異性体を意味
する。
【００１４】
　一般式（ａ１）中、ｎは、滑り易さの抑制の観点から、２５以上、好ましくは２７以上
、より好ましくは２９以上、更に好ましくは３５以上、より更に好ましくは３８以上、同
様の観点から、５５以下、好ましくは５０以下、より好ましくは４７以下、更に好ましく
は４５以下、より更に好ましくは４３以下である。
【００１５】
前記一般式（ａ１）で表されるポリオキシエチレンエーテルの化合物の調製方法としては
、特に限定されるものではないが、例えばＲ１ａ－ＯＨで示される脂肪アルコールにエチ
レンオキシドを所定量付加させればよい。
前記一般式（ａ１）で表されるポリオキシエチレンエーテルの化合物は、単独のエチレン
オキシド付加物であってもよく、複数のエチレンオキシド付加物の混合物であってもよい
。
複数のエチレンオキシド付加物の混合物である場合、各々のエチレンオキシド付加物の平
均付加モル数が前記２５以上５５以下であり、その配合量又は含有量は、それらの合計量
である。
【００１６】
＜（ｂ）成分＞
　本発明の（ｂ）成分は、炭素数１０以上１４以下の炭化水素基と、硫酸エステル基及び
スルホン酸基並びにそれらの塩から選ばれる基とを有するアニオン界面活性剤である。
【００１７】
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　（ｂ）成分の炭化水素基としては、洗浄力及び滑り易さの抑制の観点から、１０以上、
そして、１４以下、好ましくは１２の炭化水素基、好ましくは直鎖又は分岐鎖のアルキル
基である。
　（ｂ）成分は、洗浄性の観点から、硫酸エステル基及びスルホン酸基並びにそれらの塩
から選ばれる基を有し、好ましくは硫酸エステル基又はその塩を有するアニオン界面活性
剤である。
【００１８】
　硫酸エステル基を有する前記アニオン界面活性剤として、洗浄力及び滑り易さの抑制の
観点から、炭素数が１０以上、そして、１４以下、好ましくは１２の直鎖又は分岐鎖のア
ルキル基を有するアルキル硫酸エステル塩が好適である。
　また、硫酸エステル基及びオキシアルキレン基を有する前記アニオン界面活性剤として
、洗浄力及び滑り易さの抑制の観点から、炭素数が１０以上、そして、１４以下、好まし
くは１２の直鎖又は分岐鎖のアルキル基を有し、炭素数２以上３以下のオキシアルキレン
基の平均付加モル数が好ましくは０．１以上、より好ましくは０．３以上、更に好ましく
は０．４以上、そして、好ましくは６以下、より好ましくは３以下、更に好ましくは１．
５以下であるポリオキシアルキレン基を有するポリオキシアルキレンアルキルエーテル硫
酸エステル塩が好適である。
　スルホン酸基を有する前記アニオン界面活性剤として、洗浄力及び滑り易さの抑制の観
点から、炭素数が１０以上、そして、１４以下、好ましくは１２の直鎖又は分岐鎖のアル
キル基を有するアルカンスルホン酸塩が好適である。
【００１９】
　（ｂ）成分のアニオン界面活性剤としては、アルキル硫酸エステル塩、ポリオキシアル
キレンアルキルエーテル硫酸エステル塩、及びアルカンスルホン酸塩から選ばれる１種以
上が好ましく、アルキル硫酸エステル塩、及びポリオキシアルキレンアルキルエーテル硫
酸エステル塩から選ばれる１種以上がより好ましく、ポリオキシアルキレンアルキルエー
テル硫酸エステル塩から選ばれる１種以上が更に好ましい。
【００２０】
　（ｂ）成分のアニオン界面活性剤の塩として、ナトリウム塩、アンモニウム塩、カリウ
ム塩、マグネシウム塩等から選ばれる無機塩、モノエタノールアンモニウム塩、ジエタノ
ールアンモニウム塩、トリエタノールアンモニウム塩、モルホリニウム塩等から選ばれる
有機アンモニウム塩が好適である。
【００２１】
　（ｂ）成分としては、下記一般式（ｂ１）の化合物が配合安定性と泡立ち性の観点から
好適である。
　　　Ｒ１ｂ－Ｏ－（Ｒ２ｂＯ）ｍ－ＳＯ3Ｍ　　　　（ｂ１）
〔式中、Ｒ１ｂは、炭素数１０以上１４以下の直鎖又は分岐鎖のアルキル基であり、Ｒ２

ｂは、エチレン基及び／又はプロピレン基であり、ｍは平均付加モル数であり０以上６以
下の数である。Ｍは水素原子又は陽イオン、好ましくは無機又は有機の陽イオンである。
〕
【００２２】
　一般式（ｂ１）中、Ｒ１ｂは、洗浄力及び滑り易さの抑制の観点から、炭素数が１０以
上、そして、１４以下、好ましくは１２の直鎖又は分岐鎖のアルキル基であり、好ましく
は直鎖アルキル基である。具体的には、Ｒ１ｂは、デシル基、ドデシル基、トリデシル基
、及びテトラデシル基から選ばれるアルキル基が好ましく、ドデシル基がより好ましい。
【００２３】
　一般式（ｂ１）中、ｍは、洗浄力の観点から、好ましくは０．１以上、より好ましくは
０．３以上、更に好ましくは０．４以上、そして、好ましくは６以下、より好ましくは３
以下、更に好ましくは１．５以下の数である。
　一般式（ｂ１）中、Ｒ２ｂがエチレン基の場合には、洗浄力の観点から、ｍは、好まし
くは０．１以上の数、より好ましくは０．５以上、そして、好ましくは６以下、より好ま
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しくは３以下の数である。
　また、一般式（ｂ１）中、Ｒ２ｂがプロピレン基の場合には、洗浄力の観点から、ｍは
、好ましくは０．１以上、より好ましくは０．２以上、更に好ましくは０．４以上、そし
て、好ましくは１．５以下、より好ましくは１．０以下、更に好ましくは０．８以下の数
である。
　また、一般式（ｂ１）中、Ｒ２ｂがエチレン基及びプロピレン基の場合には、ｍは、こ
れらの範囲からそれぞれ選択できる。
【００２４】
　一般式（ｂ１）中、Ｍは、水素原子、あるいはナトリウムイオン、アンモニウムイオン
、カリウムイオン、マグネシウムイオン等の無機陽イオン、モノエタノールアンモニウム
イオン、ジエタノールアンモニウムイオン、トリエタノールアンモニウムイオン、モルホ
リウムイオン等の有機陽イオンが挙げられ、好ましくはナトリウムイオン、カリウムイオ
ン、アンモニウムイオン、マグネシウムイオンの無機陽イオンである。
【００２５】
　一般式（ｂ１）の化合物の調製方法としては、特に限定されるものではないが、例えば
Ｒ１ｂ－ＯＨで示される脂肪アルコールに目的に応じてエチレンオキシド及び／又はプロ
ピレンオキシドを所定量付加させた後、三酸化硫黄（液体又は気体）、三酸化硫黄含有ガ
ス、発煙硫酸、クロルスルホン酸から選ばれる硫酸化剤で硫酸エステル化し、所定のアル
カリ剤で中和して製造される。エチレンオキシド（以下、ＥＯと表記する）及び／又はプ
ロピレンオキシド（以下、ＰＯと表記する）の付加反応は触媒が必要でありＮａＯＨ、Ｋ
ＯＨなどの水酸化アルカリを用いることができる。また、特開平８－３２３２００号公報
に記載の酸化マグネシウムを主成分とする触媒を用いることができ、前者は付加モル数分
布が比較的広いポリオキシエチレンアルキルエーテルを得ることができ、後者は比較的狭
い付加モル数分布を有する化合物を得ることができる。また、特開平１０－１５８３８４
号公報に開示されているようにアルカリ触媒と金属酸化物触媒を併用することにより付加
モル数分布を制御することも可能である。
　なお、本発明では、（ｂ）成分に係る質量に関する記述（質量％や質量比）は、（ｂ）
成分の一般式（ｂ１）中のＭをナトリウムと仮定したときの質量（ナトリウム塩換算での
比率）に基づくものとする。
【００２６】
＜水＞
　本発明の食器用液体洗浄剤組成物は、水を含有する。上記成分を水に溶解、分散、乳化
させた形態のいずれであってもよい。水は金属成分を除去したイオン交換水や蒸留水、あ
るいは次亜塩素酸を０．５ｐｐｍ以上１０ｐｐｍ以下程度溶解させた次亜塩素酸滅菌水な
どを使用することができる。水は組成物の残部であり、全体を１００質量％とする量で含
有される。
【００２７】
　本発明の食器用液体洗浄剤組成物は、（ａ）成分を、滑り易さの抑制の観点から、１質
量％以上、好ましくは２質量％以上、より好ましくは３質量％以上、更に好ましくは５質
量％以上、そして、保存安定性及び洗浄力の観点から、１５質量％以下、好ましくは１２
質量％以下、より好ましくは１０質量％以下、更に好ましくは８質量％以下、より更に好
ましくは７質量％以下含有する。
【００２８】
　本発明の食器用液体洗浄剤組成物は、（ｂ）成分を、洗浄力の観点から、好ましくは１
質量％以上、より好ましくは３質量％以上、更に好ましくは５質量％以上、より更に好ま
しくは７質量％以上、そして、滑り易さの抑制の観点から、好ましくは２０質量％以下、
より好ましくは１８質量％以下、更に好ましくは１５質量％以下含有する。
【００２９】
　本発明の食器用液体洗浄剤組成物は、（ｂ）成分と（ａ）成分の質量比（ｂ）／（ａ）
が、滑り易さの抑制及び洗浄力の観点から、好ましくは０．５以上、より好ましくは０．
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７以上、更に好ましくは１以上、より更に好ましくは１．５以上、そして、滑り易さの抑
制の観点から、好ましくは１０以下、より好ましくは７以下、更に好ましくは５以下、よ
り更に好ましくは４以下、より更に好ましくは３以下である。
【００３０】
　本発明の食器用液体洗浄剤組成物は、滑り易さの抑制、洗浄性及び保存安定性の観点か
ら、（ｃ）成分として、ポリグリコシド（グリコシド型非イオン性界面活性剤）を含有す
ることができる。
【００３１】
　（ｃ）成分としては、下記一般式（ｃ１）の化合物が、滑り易さの抑制、洗浄性及び保
存安定性の観点から好適である。
　Ｒ１ｃ（ＯＲ２ｃ）ｘＧｙ　　　　（ｃ１）
　〔式中、Ｒ１ｃは、炭素数８以上１８以下の炭化水素基を示し、Ｒ２ｃは炭素数２以上
４以下のアルキレン基を示し、Ｇは炭素数５又は６の還元糖に由来する残基を示す。ｘは
平均付加モル数を示し、０以上５以下の数である。ｙはその平均値が１以上５以下となる
数を示す。〕
【００３２】
　一般式（ｃ１）中、Ｒ１ｃは、滑り易さの抑制、洗浄性及び保存安定性の観点から、炭
素数８以上、好ましくは１０以上、そして、１８以下、好ましくは１４以下の直鎖若しく
は分岐鎖のアルキル基、直鎖若しくは分岐鎖のアルケニル基又は直鎖若しくは分岐鎖のア
ルキルフェニル基、より好ましくは直鎖若しくは分岐鎖のアルキル基である。
【００３３】
　一般式（ｃ１）中、ｘは、滑り易さの抑制、洗浄性及び保存安定性の観点から、好まし
くは０以上、２以下であり、より好ましくは０である。ｙは、保存安定性の観点から、好
ましくは１．１以上、そして、好ましくは１．５以下、より好ましくは１．４以下である
。尚、ｙはプロトンＮＭＲ法による測定値である。
【００３４】
　一般式（ｃ１）中、Ｇは、それらの入手容易性及びコストの点から、グルコース及びフ
ルクトースから選ばれる１種以上の単糖類に由来する残基が挙げられる。また、Ｇは、マ
ルトース及びスクロースから選ばれる１種以上の多糖類に由来する残基が挙げられる。Ｇ
は、グルコースの単糖類に由来する残基が好ましい。
【００３５】
　本発明の食器用液体洗浄剤組成物は、（ｃ）成分を、滑り易さの抑制、洗浄性及び保存
安定性の観点から、好ましくは１質量％以上、より好ましくは３質量％以上、更に好まし
くは５質量％以上、より更に好ましくは８質量％以上、そして、コスト低減及び洗浄力の
観点から、好ましくは２０質量以下、より好ましくは１６質量％以下、更に好ましくは１
３質量％以下含有する。
【００３６】
　本発明の食器用液体洗浄剤組成物は、（ｃ）成分と（ａ）成分の質量比（ｃ）／（ａ）
が、滑り易さの抑制及び保存安定性の観点から、好ましくは０．３以上、より好ましくは
０．５以上、更に好ましくは０．８以上、より更に好ましくは１以上、より更に好ましく
は１．４以上、そして、コスト低減及び洗浄力の観点から、好ましくは１０以下、より好
ましくは８以下、更に好ましくは６以下、より更に好ましくは４以下、より更に好ましく
は３以下である。
【００３７】
　本発明の食器用液体洗浄剤組成物は、洗浄性の観点から、（ａ）成分、（ｂ）成分、（
ｃ）成分以外の界面活性剤として、陰イオン界面活性剤（但し、（ｂ）成分を除く）を含
有することができる。
　陰イオン界面活性剤としては、直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩、リン酸エステル塩
及び脂肪酸塩から選ばれる１種以上が挙げられる。
【００３８】
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　本発明の食器用液体洗浄剤組成物は、洗浄性及び起泡性の観点から、（ａ）成分、（ｂ
）成分、（ｃ）成分以外の界面活性剤として、アミンオキサイドを含有することができる
。
　アミンオキサイドとしては、好ましくは炭素数８以上１８以下のアルキル基、より好ま
しくは炭素数１０以上１４以下のアルキル基を有するアミンオキサイドが挙げられ、（１
）カプリルジメチルアミンオキサイド、カプリルジメチルアミンオキサイド、ラウリルジ
メチルアミンオキサイド、ミリスチルジメチルアミンオキサイド等のアルキル（炭素数８
以上１８以下）ジアルキル（炭素数１以上３以下）アミンオキサイド、（２）ラウリン酸
アミドプロピルジメチルアミンオキサイド、ミリスチン酸アミドプロピルジメチルアミン
オキサイド、パルミチン酸アミドプロピルジメチルアミンオキサイド等の脂肪酸（炭素数
８以上１８以下）アミドプロピルジアルキル（炭素数１以上３以下）アミンオキサイドが
挙げられる。
【００３９】
本発明の食器用液体洗浄剤組成物は、他の界面活性剤として、アルキルアミドプロピルベ
タイン、アルキルヒドロキシスルホベタイン、アルキルアミノ酢酸ベタイン、アミドアミ
ノ酸（イミダゾリン系ベタイン）等を含有することができる。
【００４０】
本発明の食器用液体洗浄剤組成物は、水を、好ましくは４０質量％以上、より好ましくは
５０質量％以上、更に好ましくは６０質量％以上、そして、好ましくは９０質量％以下、
より好ましくは８０質量％以下、更に好ましくは７０質量％以下含有する。
【００４１】
　本発明の食器用液体洗浄剤組成物の２５℃におけるｐＨは、滑り易さの抑制、洗浄力と
保存安定性の観点から、好ましくは５以上、より好ましくは６以上、そして、同様の観点
から、好ましくは９以下、より好ましくは８以下、更に好ましくは７以下である。
【００４２】
　本発明の食器用液体洗浄剤組成物の２０℃における粘度は、使用時の利便性の観点から
、好ましくは５０ｍＰａ・ｓ以上、より好ましくは１００ｍＰａ・ｓ以上、そして、好ま
しくは５００ｍＰａ・ｓ以下、より好ましくは４００ｍＰａ・ｓ以下である。
【００４３】
　本発明の食器用液体洗浄剤組成物には、本発明の目的を損なわない範囲で、溶剤、ハイ
ドロトロープ剤、分散剤、ｐＨ調整剤、増粘剤、粘度調整剤、香料、着色剤、酸化防止剤
、防腐剤、抑泡剤、漂白剤、漂白活性化剤などの成分（ただし、（ａ）～（ｃ）成分に該
当しないもの）を配合することができる。
食器を手洗いで洗浄する観点から、本発明の組成物中、溶剤の含有量は３質量％以下が好
ましく、１質量％以下が更に好ましい。
【００４４】
　本発明の食器用液体洗浄剤組成物は、手洗い用食器洗浄剤組成物として好適である。
【００４５】
　本発明は、また（ａ）成分を１質量％以上５質量％以下、（ｂ）成分及び水を混合する
食器用液体洗浄剤組成物の製造方法を提供することができる。混合する成分として、前述
の（ｃ）成分及びその他の成分を採用することができ、好ましい態様も同じである。
【００４６】
＜洗浄方法＞
  本発明の食器用液体洗浄剤組成物は、食器の手洗い洗浄用として好適である。手洗い洗
浄に用いられる洗浄液は、本発明の食器用液体洗浄剤組成物を用いて得られたものであり
、組成物の原液又は水を含む希釈液が用いられる。具体的な手洗い洗浄方法としては、本
発明の手洗い用食器洗浄剤組成物を用いた洗浄液を付着させた可撓性材料で食器を手洗い
洗浄した後、水を用いてすすぎを行う、食器の洗浄方法が挙げられる。例えば、水を含ん
だスポンジなどの可撓性材料に本発明の組成物を付着させ洗浄液を保持させて、手で数回
揉みながら泡立てて、食器をこすり洗いする。可撓性材料が保持する洗浄液中の（ａ）成
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分及び（ｂ）成分の合計濃度は、好ましくは１，０００ｐｐｍ以上、更に２，０００ｐｐ
ｍ以上、そして、好ましくは３０，０００ｐｐｍ以下、更に２０，０００ｐｐｍ以下、更
に１０，０００ｐｐｍ以下であることが、洗浄性及び滑り難さの点から好ましい。
【００４７】
また、別の具体的な手洗い洗浄方法としては、本発明の食器用液体洗浄剤組成物を水で希
釈した洗浄液に食器を浸漬した後に、スポンジなどの可撓性材料を用いて食器を手洗い洗
浄し、その後、水を用いてすすぎを行う、食器の洗浄方法が挙げられる。食器を浸漬する
時間は、洗浄性向上の観点から１分以上が好ましく、３分以上がより好ましく、５分以上
が更に好ましく、１０分以上がより更に好ましく、３０分以上が最も好ましく、また、２
４時間以下が好ましく、１２時間以下がより好ましく、６時間以下が更に好ましく、３時
間以下がより更に好ましく、１時間以下が最も好ましい。食器を浸漬する洗浄液中の（ａ
）成分及び（ｂ）成分の合計濃度は、好ましくは１００ｐｐｍ以上、更に２００ｐｐｍ以
上、そして、好ましくは３，０００ｐｐｍ以下、更に２，０００ｐｐｍ以下、更に１，０
００ｐｐｍ以下であることが、すすぎ性及び抑泡性の点から好ましい。
【００４８】
　本発明は、また（ｂ）及び水を含有する、食器用液体洗浄剤組成物で、食器を洗浄する
際に（ａ）成分を前記食器用液体洗浄剤組成物に用いることで、食器洗浄時における食器
の滑りを抑制する方法を提供することができる。
　本発明の食器洗浄時における食器の滑りを抑制する方法は、本発明の食器用液体洗浄剤
組成物で述べた事項を適宜適用することができる。
【実施例】
【００４９】
　下記配合成分を用いて、表１に示す食器用液体洗浄剤組成物を調製し、以下の項目につ
いて評価を行った。結果を表１に示す。表１の食器用液体洗浄剤組成物は、常法により調
製した。即ち、適量のイオン交換水に表１記載の配合成分を添加し、常温（２５℃）にて
溶解させた後、クエン酸又は水酸化カリウムを添加して、ｐＨ（２５℃）を調整した。な
お、表１中の配合成分の質量％は、全て有効分に基づく数値である。また（ｂ）成分はナ
トリウム塩としての量に基づく質量％を示している。
【００５０】
＜配合成分＞
（ａ）成分
・ポリオキシエチレン（２９）ラウリルエーテル：花王株式会社製、エマルゲン１２９Ｌ
、一般式（ａ１）中、Ｒ１ａが炭素数１２の直鎖アルキル基、ｎが２９の非イオン性界面
活性剤
・ポリオキシエチレン（４０）ラウリルエーテル：花王株式会社製、エマルゲン１４０、
一般式（ａ１）中、Ｒ１ａが炭素数１２の直鎖アルキル基、ｎが４０の非イオン性界面活
性剤
・ポリオキシエチレン（４７）ラウリルエーテル：花王株式会社製、エマルゲン１５０、
一般式（ａ１）中、Ｒ１ａが炭素数１２の直鎖アルキル基、ｎが４７の非イオン性界面活
性剤
【００５１】
（ａ’）成分（（ａ）成分の比較成分）
・ポリオキシエチレン（１２）ラウリルエーテル：花王株式会社製、エマルゲン１２０、
一般式（ａ１）中、Ｒ１ａが炭素数１２の直鎖アルキル基、ｎが１２の非イオン性界面活
性剤
・ポリオキシエチレン（２１）ラウリルエーテル：花王株式会社製、エマルゲン１２１、
一般式（ａ１）中、Ｒ１ａが炭素数１２の直鎖アルキル基、ｎが２１の非イオン性界面活
性剤
・ポリオキシエチレン（５０）ステアリルエーテル：花王株式会社製、エマルゲン３５０
、一般式（ａ１）中、Ｒ１ａが炭素数１８の直鎖アルキル基、ｎが５０の非イオン性界面
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・ポリオキシエチレン（３０）オレイルエーテル：花王株式会社製、エマルゲン４３０、
一般式（ａ１）中、Ｒ１ａが炭素数１８の直鎖アルケニル基、ｎが３０の非イオン性界面
活性剤
【００５２】
（ｂ）成分
・Ｃ１２（ＰＯ）０．６ＡＳ：特開２００９－０３５７１４号公報の実施例３と同様に製
造した炭素数１２の直鎖アルキル基を有するポリオキシプロピレンアルキルエーテル硫酸
エステル塩〔一般式（ｂ１）中、Ｒ１ｂが炭素数１２の直鎖アルキル基、Ｒ２ｂがプロピ
レン基、ｍが０．６、Ｍがナトリウムであるポリオキシプロピレンアルキルエーテル硫酸
エステル塩〕。即ち、アルキル鎖が炭素数１２の天然アルコール１モルに、プロピレンオ
キシ基を平均０．６モル付加したのち、三酸化イオウにより硫酸化し、水酸化ナトリウム
水溶液で中和して、該（ｂ）成分を得た。
（ｃ）成分
・アルキルポリグリコシド：花王株式会社製、ＡＧ－１２４、一般式（ｃ１）中、Ｒ１ｃ

が炭素数１２の直鎖アルキル基、ｘが０、Ｇがグルコースに由来する残基、ｙが１．３で
ある非イオン界面活性剤
【００５３】
その他の界面活性剤
・ＬＡＳ：ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、花王株式会社製、ネオペレックスＧ
－２５
・アミンオキサイド：ラウリルジメチルアミンオキサイド、花王株式会社製、アンヒトー
ル２０Ｎ
【００５４】
＜評価方法＞
（１）洗浄中の食器の滑り難さの評価
　表１に示す食器用液体洗浄剤組成物１ｇと水道水３０ｍＬを、市販の新品スポンジ（１
１５ｍｍ×７５ｍｍ×３５ｍｍの可撓性吸収体、商品名：キクロン、販売元：キクロン株
式会社）に染み込ませ、５回手で揉み泡立たせた後、予め用意したモデル汚れ付食器（ナ
タネ油１ｇを直径２５ｃｍの陶器製の平皿に塗布したもの）のナタネ油を塗布した面を５
回擦り洗いした。その後、陶器皿の擦り洗いした同じ箇所を指で数回滑らせたときの指の
感触による滑り具合を、下記の評価基準にて判定した。
５点：　１～２回目で滑らなくなった。
４点：　３～４回目で滑らなくなった。
３点：　５～６回目で滑らなくなった。
２点：　７～８回目で滑らなくなった。
１点：　９回目以上で滑らなくなった。
【００５５】
（２）保存安定性
　表１に示す食器用液体洗浄剤組成物１００ｇをＰＳ－Ｎｏ．１１の規格ガラス瓶に充填
し、－５℃の恒温槽に静置して２０日間保存した。保存後の食器用液体洗浄剤組成物の外
観の状態を目視により観察して、下記の基準で評価した。なお、表１に示す食器用液体洗
浄剤組成物は、調製時は全て均一透明であった。
　Ａ：－５℃で均一透明であった。
　Ｂ：－５℃で濁り、分離、又は沈殿等の状態変化があったものの、室温（２５℃）に戻
した場合、均一透明であった。
　Ｃ：－５℃で濁り、分離、又は沈殿等の状態変化があり、室温（２５℃）に戻しても、
均一透明にならなかった。
【００５６】
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【表１】

【００５７】
　表１中、比較例２～５の（ｂ）／（ａ）及び（ｃ）／（ａ）の値は、（ｂ）／（ａ’）
及び（ｃ）／（ａ’）から算出した値である。
【００５８】
（考察）
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　本発明の（ａ）成分を含有しない比較例１及び本発明の（ａ）成分の比較成分である（
ａ’）成分を含有する比較例２～５に対して、本発明の実施例１～７は洗浄中の食器の滑
り難さに優れていることが分かる。
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